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通常登校が始まって 2週間がたちました。新型コロナ対応のために以前の学校生活と比べ、

教育活動に制限が生じたり、子どもたちや教職員が気をつけて生活しなければならないところ

が増えました。ただ、子どもたちはそのような新しい生活の中でも一生懸命に前向きに学習や

生活に取り組んでくれています。 

また、保護者の皆様には毎日の検温やマスク着用等の新たな負担にも、快く協力いただいて

いることには感謝しかありません。825 人もの全校児童を抱え、ほとんど検温やマスク忘れがな

いのはすごいことです。保護者の皆様のお気持ちに、教職員が一丸となって子どもたちの力を

伸ばし、しっかり教育することで応えていきたいと考えています。 

 

新しい学校生活 

新型コロナによって以前の学校生活とは違う形で取り組む必要があることが出てきまし

たが、子どもたちは私たちが思う以上に柔軟に対応してくれています。現状の本校の学校

生活に関しては、尼崎市教育委員会から提示される「学校園生活マニュアル」に準じて策

定しています。新型コロナの状況によって改訂され、7月 1日からは第 3版のマニュアルで

の学校生活がスタートします。変更点は例えばレベル 3 のかなり制限がある中で実施して

きた授業がレベル 1 になったり、教職員で毎日実施していたトイレ掃除が発達段階に応じ

て児童にも可能となったり、少しずつ日常に向けて対応が緩和されています。 

とはいえ、感染の不安が全くなくなるわけではありません。しかし、感染を恐れるあま

り全ての活動を自粛するのも、子どもたちの心身の健やかな成長に影響が出ると考えられ

ます。本校としては、体育大会や音楽会などの行事についても通常通りの実施は難しいで

すが、できる限り感染対策や実施方法を工夫し、何らかの形で子どもたちのがんばりを保

護者の皆様にも見ていただきたいと考えています。 

  

楽しい学校生活 

新型コロナによる臨時休校の影響による学習の遅れが気になるところですが、夏休みの

短縮による授業時数の確保や教育課程の再編で乗り越えていく予定です。 

この度の臨時休校では、子どもたちには学習の定着はもちろ 

んですが、学校でしかできない友達との関わりの中での成長の 

大切さも改めて考えさせられました。一人一人が学習も、周り 

とのコミュニケーションも心から楽しむことができる学校を目 

指していきたいです。 



７月の行事予定 

《８月の予定》 

11 日（火）～17 日（月）学校閉鎖      25 日（火）給食開始・委員会活動                     

18 日（火）２学期始業式               

 

【参観・懇談について】 

  普段の授業参観は、教室の中で子どもたちの様子を見ていただくのですが、コロナ感染を 

予防する観点から、今回は以下の４点にご協力下さい。 

① 参観は密を避け、廊下から譲り合ってご覧下さい。 

② マスク着用の上、私語は控えて下さい。 

③ 教室前の消毒液で手指消毒をして下さい。 

④ １家庭 1 名の参加でお願いします。 

懇談は教室で行います。 

※ 事前にお知らせしております保護者の方の A・Bのグループをご確認下さい。 

【放課後学習について】 

  今月から放課後学習がはじまります。３ヶ月間の臨時休業により、子どもたちの学習について、 

ご不安や心配な点が多々あるかと思います。放課後学習においても、学習内容の定着を図ること 

ができるよう取り組んで参ります。積極的に参加させて下さい。 
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分散登校から一か月が経ちました。子どもたちからは、元気な声が聞こえ、たくさんの笑顔

が見られるようになってきました。しかしながら、子どもたちが楽しみにしていた多くの行事

が、中止・縮小を余儀なくされています。まだまだ不安やストレスを抱えている子どももたく

さんいるように思います。ソーシャルディスタンスという言葉も定着してきましたが、心と心

の距離は離さずに、子どもたちに寄り添い、子どもたちが安心して学校生活を送れるようにし

たと思います。               （特別支援コーディネーター 片山 亮） 


